
シェブロンの知財戦略：ビジネスと技術の統合

的分析による競争優位性の源泉 
 

エグゼクティブサマリ 
 

1. 知財・技術戦略が財務（売上・利益率）に与えているインパクト 
 

シェブロン（Chevron Corporation）の技術および知的財産戦略は、従来の石油・ガス事業（
Traditional Oil & Gas）における資本効率の最大化と、低炭素エネルギー事業（New Energies）にお
ける将来の収益源の確立という二重の目的を果たすために厳密に設計されています。財務的観点

から見ると、同社の技術投資は「資本規律（Capital Discipline）」の維持に直接的に貢献しており、
特にパーミアン盆地や深海油田におけるデジタルツイン技術や高度な掘削技術の導入は、損益分

岐点を引き下げ、原油価格の変動に対する耐性を高めています。2024年の財務実績において、同
社は118億ドルの配当支払いと152億ドルの自社株買いを実施しており、この強力な株主還元の原資
は、技術主導による既存資産の効率化（Operational Excellence）と、厳選された高収益プロジェクト
への集中投資によって生み出されています。特筆すべきは、同社のR&D投資が2024年に15億
5,500万ドルへと前年比で約25%増加している点であり、これは短期的なコスト削減よりも、長期的
な競争力を維持するための技術的差別化要因（特に炭素回収・貯留や再生可能燃料製造プロセス）

への資源配分を強化していることを示唆しています 1。このR&D支出の増加は、単なる探索的研究へ
の資金投下ではなく、すでに商業化の目処が立ちつつある技術の実装フェーズへの移行を意味して

おり、企業のフリーキャッシュフロー創出能力を将来にわたって維持するための「保険」としての役割

も果たしています。 

 

2. 注力している技術領域の進捗と戦略的シフト 
 

シェブロンは現在、エネルギー転換を見据えたポートフォリオの多角化を進めており、その技術的焦

点は「炭素強度の低減（Lower Carbon Intensity）」に集約されています。具体的には、再生可能燃
料（Renewable Fuels）、炭素回収・有効利用・貯留（CCUS）、水素（Hydrogen）、および地熱（
Geothermal）が主要な柱として定義されています。特にCCUS分野では、テキサス州のBayou Bend
プロジェクトにおいて、タロス・エナジーやエクイノールとの提携を通じて世界最大級のCO2貯留ハブ
の構築を進めており、これは単なる環境対策を超え、産業顧客からのCO2処理を受託する新たな
「炭素管理サービスビジネス」の基盤を形成しています。また、水素分野では、ユタ州のACES Delta
プロジェクトにおいて、岩塩ドームを活用した大規模な水素貯留技術の実証を進めており、再生可能



エネルギーの断続性を補完するグリッドスケールのエネルギー貯留ソリューションとしての商業化を

視野に入れています 4。これらのプロジェクトは、従来の「資源採掘」から「分子管理（Molecule 
Management）」へと事業ドメインを拡張する試みであり、各技術領域において特許ポートフォリオの
構築と並行して、実証実験を通じたノウハウ（Trade Secrets）の蓄積が急ピッチで進められていま
す。 

 

3. 特許ポートフォリオの規模と質的変化 
 

シェブロンの特許ポートフォリオは、従来の炭化水素探査・生産技術から、低炭素技術およびデジタ

ルソリューションへと質的な転換を遂げています。現在、同社は世界中で4,400件以上の登録特許
を保有し、さらに3,200件以上の出願中特許を有しています。近年の出願傾向を分析すると、気候変
動対策（Climate Change）、排出削減（Emissions Reduction）、および再生可能エネルギー関連の
特許出願が急増しており、2024年第2四半期においてもこれらの分野がポートフォリオの成長を牽
引しています。特筆すべきは、再生可能燃料製造における独自の触媒技術やプロセス技術（例：

REG買収により強化されたバイオディーゼルおよび再生可能ディーゼル製造技術）の保護に注力し
ている点です。これは、技術ライセンス供与や製品の差別化を通じて、知的財産を直接的な収益創

出や市場防衛の手段として活用する意図を明確に示しています 8。また、デジタル技術に関しては、
AIを活用した地下構造解析や予測保全に関する特許も増加傾向にあり、物理的なハードウェア技術
とソフトウェアアルゴリズムの両面から知的財産の障壁を構築しています。 

 

4. 競合他社に対する技術的優位性または課題 
 

競合であるエクソンモービル（ExxonMobil）、シェル（Shell）、BPと比較した場合、シェブロンの技術戦
略は「実用主義（Pragmatism）」と「パートナーシップ主導」に特徴があります。研究開発費の絶対額
ではエクソンモービルやシェルに及ばないものの、シェブロンは社内開発に固執せず、Chevron 
Technology Ventures（CTV）を通じたスタートアップへの投資や、マイクロソフト、スターリンクなどの
異業種との戦略的提携を積極的に活用することで、技術獲得のスピードと資本効率を両立させてい

ます。特に、核融合（Fusion）や量子コンピューティング（Quantum Computing）といった破壊的技術
に対しては、初期段階からベンチャー投資を行い、将来のブレークスルーに対する「オプション権」を

確保する戦略をとっています。一方で、オーストラリアのGorgonプロジェクトにおけるCCS設備の稼
働率低迷（目標回収率80%に対し実績約30%）に見られるように、大規模な新技術の実装において
は技術的課題に直面しており、これら実証プロジェクトからの教訓をいかに迅速に次世代プロジェク

ト（Bayou Bend等）へフィードバックできるかが、今後の競争優位性を左右する重要な要素となりま
す 10。 

 



5. 今後のR&D投資計画と長期ロードマップ 
 

シェブロンの将来に向けたR&Dおよび技術投資は、2030年および2050年のネットゼロ目標に向け
たロードマップと整合しています。同社は、2028年までに低炭素事業に対して100億ドル規模の設備
投資を計画しており、その一部は革新的な技術開発と実証に割り当てられます。具体的なロードマッ

プとしては、2030年までに再生可能燃料の生産能力を日量10万バレルに拡大すること、年間2,500
万トンのCO2回収・オフセット能力を構築すること、そして年間15万トンの水素生産能力を達成するこ
とを目指しています。これらの目標達成のため、今後はバイオマスのガス化技術、次世代地熱（

Advanced Closed-Loop）、および直接空気回収（DAC）技術など、現在は技術的成熟度が低いもの
の高いポテンシャルを持つ領域へのR&Dリソースの配分が増加すると予測されます。同時に、AIや
データ分析を活用した既存資産の運用最適化も継続され、キャッシュフロー創出能力の維持強化が

図られます。特に、AIデータセンターへの電力供給という新たな需要を見据え、自社のガス火力発電
とCCS、地熱などを組み合わせた「低炭素電力ソリューション」の提供も視野に入れています 14。 

 

戦略的背景とIR資料のアーカイブ 
 

 

R&D投資の推移（Quantitative Log） 
 

シェブロンの過去5年間にわたる研究開発（R&D）投資の推移は、パンデミックによる一時的な縮小
から、エネルギー転換に向けた積極投資への回帰という明確なV字回復の軌跡を描いています。以
下のデータは、同社の有価証券報告書および財務サプリメントに基づき整理されたものです。 

表1: シェブロン R&D投資額および対売上高比率の推移 (2020-2024) 

会計年度 
(FY) 

R&D投資額 
(百万ドル) 

対前年比成

長率 (%) 
総売上高 
(百万ドル) 

対売上高

R&D比率 
(%) 

主要な技術

的注力分野 
(Annual 
Report等の
記述より抽

出) 

2024 1,555 +25.5% 200,949 0.77% 低炭素技術

（CCUS、水
素）、再生可



能燃料、デ

ジタルツイ

ン、AIによる
地下解析 

2023 1,240 -4.5% 200,949 0.62% メタン排出

削減技術、

Bayou Bend 
CCS、地熱
技術（

Advanced 
Closed 
Loop） 

2022 1,299 +19.0% 246,252 0.53% 再生可能エ

ネルギーグ

ループ（REG
）統合に伴う

バイオ燃料

技術、炭素

強度低減プ

ロセス 

2021 1,091 -26.6% 162,465 0.67% 資本規律の

徹底、短期

的リターン

が見込める

デジタル化、

遠隔操作技

術 

2020 1,486 -9.5% 94,692 1.57% パンデミック

対応、業務

効率化のた

めのIT/OT融
合、コア資

産の保全技

術 

[詳細解説] 



シェブロンのR&D投資戦略は、2020年から2021年にかけての新型コロナウイルス感染症の影響に
よる市場環境の悪化を受け、一時的に「守り」の姿勢に入りました。この期間、同社は現金の保存を

最優先し、即効性のあるデジタル化やコスト削減技術にリソースを集中させました。しかし、2022年
以降、エネルギー価格の回復と世界的な脱炭素化の潮流を受け、R&D投資は再び増加基調に転じ
ています。特に2024年の投資額は15.5億ドルに達し、前年比で25%以上の大幅な増加を記録しまし
た。 
この増加分の多くは、従来の石油・ガス採掘技術ではなく、CCUS（炭素回収・利用・貯留）、水素、再
生可能燃料といった「ニューエナジー」分野への戦略的配分によるものです。対売上高比率は依然と

して1%未満で推移しており、製薬やハイテク産業と比較すると低い水準ですが、これはエネルギー
産業特有の巨大な売上規模と、シェブロンが「自前主義」にこだわらず、ベンチャー投資やパート

ナーシップを通じて外部技術を効率的に取り込む戦略を採用していることを反映しています。経営陣

は、単なる実験的な研究ではなく、商業化が見込める技術（Commercial Scalability）への投資を重
視しており、この傾向はR&D費用の使途が「探索」から「実装」へとシフトしていることからも読み取れ
ます。特に、Regenerative Energy Group（REG）の買収統合プロセスが完了し、バイオ燃料の製造
技術開発が加速している点や、CCUSの大規模プロジェクトがエンジニアリング設計段階（FEED）に
進んでいることが、投資額の増加要因となっています 3。 

 

経営陣の技術コミットメント 
 

シェブロンの経営陣は、技術を単なるツールとしてではなく、企業の持続可能性と競争優位性を担保

するための核心的要素として位置づけています。以下に、CEOおよび主要幹部の発言を引用し、そ
の戦略的意図を分析します。 

Mike Wirth (Chairman of the Board and CEO): 
"Our strategy remains consistent: leverage our strengths to safely deliver lower 
carbon energy to a growing world. This begins with a portfolio of world‑class 
assets, which positions us for profitable growth, unlocked through the capabilities 
of our people, technologies and strong customer relationships. [...] As we 
continue to reduce the carbon intensity of our products, we're applying advanced 
technologies to help the energy system stay resilient as it seeks to deliver lower 
carbon energy." 
 
1 

Jeff Gustavson (President, Chevron New Energies): 
"Our disciplined approach to investing in new energies positions us to deliver 
competitive returns and keep pace with the evolving market. We are excited about 
our new power business, where we have an early-mover advantage and look 
forward to providing the power required to support U.S. leadership in Artificial 
Intelligence." 



 
19 

Akshay Sahni (General Manager of Strategy and Technology, Chevron Technology 
Ventures): 
"Chevron has the capabilities and experience to continue to develop affordable, 
reliable, and ever-cleaner energy. Technical breakthroughs that can scale will 
bring transformational change. Some of the innovation needed is ready to deploy 
at scale, and some is still in a nascent phase. The more we can partner with 
different players, the better the solutions, and the more likely these solutions can 
be successfully brought to market." 
 
9 

[詳細解説] 
Mike Wirth CEOのメッセージからは、技術が「資産の潜在能力を解き放つ（Unlocked）」ための鍵で
あるという認識が強く読み取れます。彼は一貫して「安定的かつ低炭素なエネルギー供給」を掲げて

おり、技術革新を環境対応だけでなく、エネルギー安全保障と経済性の両立を図るための手段とし

て位置づけています。 
一方、ニューエナジー部門を率いるJeff Gustavsonの発言は、より具体的かつ市場機会に敏速で
す。特に「AIデータセンター向けの電力供給」への言及は、シェブロンがエネルギー供給者としての
役割を再定義し、急成長するAI産業のエコシステムに不可欠なインフラパートナーとしての地位を確
立しようとする野心的な戦略を示しています。これは、単に燃料を売るだけでなく、データセンターが

必要とする「安定した低炭素電力（24/7 Clean Power）」を、地熱やCCUS付きガス発電を通じて提供
するという新たなビジネスモデルの示唆です。 

また、CTVのAkshay Sahniの発言は、同社のオープンイノベーション戦略の核心を突いています。
「自社単独ではなくパートナーシップを通じて（Partner with different players）」技術をスケーリング
させるというアプローチは、リスクを分散しつつ、多様な技術ポートフォリオを維持するための現実的

かつ高度な経営判断に基づいています。これらの発言を総合すると、シェブロンは技術を「不確実な

未来に対するヘッジ」として機能させつつ、新たな収益機会を捕捉するための「攻撃的な資産」として

運用していることが明確になります。 

 

知的財産・技術ポートフォリオの全貌 
 

 

(1) 重点技術領域のカタログ 



 

シェブロンが定義する重点技術領域は、既存事業の脱炭素化と新規事業の創出という二つの軸で

構成されています。以下に、主要な技術領域ごとの開発プロジェクト、実装状況、および関連特許群

を詳述します。 

表2: シェブロン 重点技術領域およびプロジェクトカタログ 

技術領域 主要プロジェク

ト/製品 
ビジネス実装

フェーズ 
技術的特徴・関

連特許概要 
パートナーシッ

プ 

CCUS (炭素回
収・貯留) 

Bayou Bend 
CCS Hub 

開発・許可申請

段階 
テキサス州南

東部の陸上・海

上にまたがる約

14万エーカーの
貯留権益。CO2
貯留容量は10
億トン以上と推

定。 

Talos Energy, 
Equinor 

CCUS (炭素回
収・貯留) 

Gorgon CCS 運用中 (最適化
段階) 

オーストラリア

のLNGプラント
におけるCO2地
下圧入。世界最

大級だが、圧力

管理の課題に

より回収目標未

達。圧力制御・

モニタリング技

術の特許群を

活用。 

Shell, 
ExxonMobil 
(JV partners) 

CCUS (技術開
発) 

CycloneCC™ 
Pilot 

パイロット実証 回転充填床（

RPB）技術を用
いたモジュール

式炭素回収装

置。従来の装置

と比較して大幅

な小型化を実

現し、設置コス

トを低減。カリ

フォルニア州サ

Carbon Clean 



ンホアキン・バ

レーで実証。 

水素 
(Hydrogen) 

ACES Delta 建設中 (2025
年稼働予定) 

再生可能エネ

ルギー由来の

水素を製造し、

地下の岩塩ドー

ムに貯蔵。季節

変動に対応可

能な大規模エネ

ルギー貯蔵シス

テム。 

Mitsubishi 
Power 

水素 (技術開
発) 

メタン熱分解 
(Luo's team) 

研究開発段階 メタンを触媒分

解して水素と固

体炭素を生成

する技術。CO2
を排出しない

「ターコイズ水

素」製造プロセ

ス。関連特許出

願中。 

自社開発 
(Chevron 
Technical 
Center) 

再生可能燃料 Geismar 
Biorefinery 

商用生産・拡張

中 
独自の水素化

処理技術を用

いた再生可能

ディーゼルおよ

びSAF（持続可
能な航空燃料）

の製造。REG買
収により技術基

盤を強化。 

Renewable 
Energy Group 
(統合済) 

地熱 
(Geothermal) 

Advanced 
Closed Loop 
(ACL) 

パイロットテスト 地下深くにルー

プを形成し、熱

媒体を循環させ

て熱を回収する

技術。熱水資源

がない場所でも

発電可能。日本

（北海道）等で

MOECO (三井
石油開発), 
Eavor 



実証実験。 

デジタル/AI PANDA 
(Predictive 
Maintenance) 

全社展開中 予知保全システ

ム。機器の故障

を事前に予測

し、ダウンタイム

を回避。米空軍

の採用実績も

あるC3 AIのプ
ラットフォームを

活用。 

C3 AI, 
Microsoft 

[詳細解説] 
このカタログは、シェブロンが技術ポートフォリオを「リスクとリターンのバランス」に基づいて構築して

いることを示しています。 
まず、CCUS分野におけるBayou Bendプロジェクトは、同社の将来の「炭素管理ビジネス」の中核を
なすものです。これは単なる自社排出分の処理にとどまらず、ヒューストン・シップチャネル周辺に集

積する化学プラントや製造業からの排出ガスを受け入れ、処理手数料を得るという「

Infrastructure-as-a-Service」モデルの構築を目指しています。米国湾岸地域に広大な地下貯留権
益（Pore Space）を確保していることは、他社が容易に模倣できない圧倒的な参入障壁となっていま
す。 
一方で、オーストラリアのGorgonプロジェクトは、技術的な教訓の宝庫です。目標回収率80%に対し
実績約30%という苦戦は、CO2圧入に伴う地層圧力上昇の管理がいかに困難かを示しました。シェ
ブロンはこのプロジェクトから得られた「失敗のデータ」を解析し、圧力管理（Pressure Management
）や水抜き技術（Water Production）に関する独自のノウハウを蓄積しています。この知見は、Bayou 
Bendを含む次世代プロジェクトの設計において、リスクを低減するための重要な知的財産として機
能します 6。 
水素分野におけるACES Deltaは、水素を「製造」するだけでなく「貯蔵」することに焦点を当てている
点が戦略的です。ユタ州の巨大な岩塩ドームを利用した貯蔵は、バッテリーでは不可能な長期間

（季節単位）・大容量のエネルギーシフトを可能にします。これにより、再生可能エネルギーの普及に

伴う電力網の不安定化という社会課題に対するソリューションを提供し、電力会社に対して調整力と

しての水素を販売するビジネスモデルが成立します。また、自社技術として開発中のメタン熱分解

は、既存の天然ガス資産の価値を維持しながら水素社会へ移行するための「現実解」であり、固体

炭素という副産物の利用用途開発も含めて特許網が構築されています 7。 

再生可能燃料においては、Renewable Energy Group（REG）の買収により、原料調達から製造、流
通に至るバリューチェーン全体を垂直統合しました。特に「EnDura Fuels」ブランドで展開される製品
群は、独自の添加剤技術やブレンド技術により、既存のディーゼルエンジンでの利用を可能にしま

す。これは、顧客（運送業者等）に追加の設備投資を強いることなく脱炭素化を支援するという、極め

て実用的なビジネスモデルを支えており、コモディティ化しやすい燃料市場において「技術による差



別化」を実現しています 21。 

 

(2) 特許・商標データ分析 
 

シェブロンの知的財産活動は、技術的リーダーシップの確保と事業の自由度（Freedom to Operate
）の維持を目的としています。 

表3: シェブロン 特許ポートフォリオおよび出願動向の分析 (2024) 

指標 データ/状況 分析・含意 

総特許数 (Global) 約15,864件 (登録済+出願
中) 

業界屈指の規模。広範な技

術領域をカバーし、クロスラ

イセンス交渉における強力な

通貨となる。 

有効登録特許数 約7,927件 権利維持コストをかけてでも

保持すべき「コア技術」の数。

事業の根幹を支える技術

群。 

係属中出願数 3,200件以上 将来の技術トレンドへの布

石。特に低炭素技術へのシ

フトが鮮明。 

主要特許分類 (CPC) 気候変動 (Y02), 排出削減 
(Emissions Reduction), 再
生可能エネルギー 

2024年第2四半期において、
気候変動関連特許が最も高

い伸びを示している。Y02タ
グが付与される特許の増加

は、同社のR&Dが脱炭素へ
大きく舵を切ったことを客観

的に証明する。 

主要出願国 米国 (57%), 欧州 (EPO), 
オーストラリア 

米国市場の防衛を最優先し

つつ、環境規制の厳しい欧

州や主要操業拠点である豪

州での権利化を重視。中国

や中東での出願比率は相対



的に低い。 

主要商標 (Brand) Techron®, Delo®, EnDura 
Fuels™, Caltex® 

技術ブランド（Techron）と環
境ブランド（EnDura）の両立
により、プレミアム価格の維

持と市場認知の獲得を図る。 

[詳細解説] 
特許データの分析からは、シェブロンが「エネルギー転換の過渡期」にあることが数字として明確に

表れています。かつては深海掘削（E21B）や増進回収法（EOR）が特許出願の中心でしたが、直近の
データ（2024年Q2）では、気候変動対策技術（CPCコード：Y02シリーズ）や排出削減技術がトップセ
クターに躍り出ています。これは、同社が環境技術を単なるコンプライアンス対応ではなく、将来の収

益を生み出す「知的資産」として認識していることを意味します。例えば、メタン熱分解やCCUS関連
のプロセス特許は、将来的に他社へのライセンス供与による収益源となる可能性があります。 
また、米国特許商標庁（USPTO）への出願集中度は57%と高く、これは米国のインフレ抑制法（IRA）
などの政策支援を背景とした低炭素ビジネスの主戦場が北米であることを反映しています。対照的

に、中国やその他地域での出願比率が低いことは、技術の流出リスクを警戒し、法制度の安定した

地域での権利化にリソースを集中させる「選択と集中」の戦略をとっていることを示唆しています。商

標戦略においても、「EnDura Fuels」のような新ブランドを立ち上げることで、技術的な差別化要素を
顧客に分かりやすい形で訴求し、コモディティ化しやすい燃料市場においてブランド・プレミアムを確

保しようとしています 8。 

 

(3) サービスビジネスとの連動 
 

シェブロンは、保有する知財やデータを活用し、製品販売にとどまらない「サービスビジネス」への展

開を模索しています。 

表4: 知財・技術を活用したサービスビジネスモデル 

サービスモデル 活用される知財・技術 ビジネスインパクト・収益構造 

炭素管理サービス (Carbon 
Management) 

CCUS技術、地下貯留シミュ
レーション、モニタリング特許 

排出源（他社工場等）からの

CO2を引き取り、輸送・貯留
するサービス。処理量に応じ

た手数料収入（Tipping Fee）
および税額控除（45Q）の獲
得。自社の地下解析知財が



信頼性の担保となる。 

予測保全・運用最適化 
(Digital Solutions) 

AI/MLアルゴリズム、デジタ
ルツイン、センサーデータ解

析 (PANDA等) 

自社資産のダウンタイム削

減によるコスト回避。将来的

には、この運用ノウハウやプ

ラットフォームを同業他社や

パートナーに外販する可能

性。 

燃料ソリューション (Fuel 
Advisory) 

燃料ブレンド技術、添加剤技

術 (Techron, EnDura) 
顧客（物流フリート等）に対

し、最適な燃料ミックスや燃

費改善ソリューションを提案。

単なる燃料販売ではなく、顧

客のScope 3排出削減を支
援するコンサルティング的付

加価値を提供。 

[詳細解説] 
シェブロンのサービスビジネスへの展開は、従来の「資源採掘・販売」モデルからの脱却を意図して

います。特に炭素管理サービスは、Bayou Bendプロジェクトを核として、ヒューストン地域の産業クラ
スター全体を顧客基盤とする巨大なビジネスチャンスです。ここでは、シェブロンが長年培ってきた地

下地質構造の解析能力や、流体挙動のシミュレーション技術（特許群）が、CO2を安全かつ永久に封
じ込めるための「信頼性の担保」として機能します。顧客企業にとっては、自前でCCS設備を持つより
も、シェブロンに委託する方がリスクとコストを低減できるため、強力な参入障壁となります。 
また、デジタルソリューションにおいては、マイクロソフトやC3 AIとの提携により開発された予知保全
システム（PANDA等）が、自社の運用コスト削減に貢献するだけでなく、業界標準のプラットフォーム
としての地位を確立しつつあります。例えば、AIを活用した岩石分類システム「Rockopedia」や、掘
削レポートから自動的にデータを抽出するNLP（自然言語処理）技術は、オペレーションの効率を劇
的に向上させています。これらの内製ツールやノウハウ自体が、将来的にはソフトウェアとして外販

可能な知的財産となるポテンシャルを秘めており、シェブロンはエネルギー企業でありながら、一種

の「産業用テック企業」としての側面も持ち始めています 6。 

 

オープンイノベーションとエコシステム 
 

 



提携・M&Aリスト 
 

シェブロンの技術獲得戦略の中核をなすのは、社内開発と外部連携の巧みなハイブリッドです。特

にChevron Technology Ventures (CTV) は、エネルギー業界で最も歴史のあるコーポレートベン
チャーキャピタルの一つとして機能しており、将来の技術に対する「目利き」と「先行投資」を担ってい

ます。 

表5: 主要な技術提携・M&Aおよび投資ポートフォリオ (2024-2025) 

パートナー/対象企
業 

形態 技術領域 戦略的狙い・ビジネ

スシナジー 

Renewable 
Energy Group 
(REG) 

買収 (2022) 再生可能燃料 米国最大級のバイオ

燃料生産能力と販売

網を獲得。原料調達

から販売までの一貫

体制を構築し、燃料

事業の低炭素化を

加速。 

Microsoft 戦略的提携 クラウド/AI 7年間の戦略的パー
トナーシップにより、

Azureを主要クラウド
として採用。HPC（ハ
イパフォーマンスコン

ピューティング）によ

る地下解析の高速

化、IoTによる現場の
可視化を推進。 

C3 AI 契約/導入 AI/予知保全 「PANDA」システムの
導入により、重要設

備の故障予知を実

現。米空軍でも採用

実績のあるプラット

フォームを活用し、ダ

ウンタイム削減とメン

テナンスコストの最

適化を図る。 



SpaceX (Starlink) 導入契約 通信インフラ 陸上・海上の遠隔地

資産（特にパーミア

ン盆地の陸上油田

や洋上プラットフォー

ム）における高速低

遅延通信の確保。リ

アルタイムデータの

取得と遠隔操作（

Remote Operations
）の基盤整備。 

Zap Energy ベンチャー投資 核融合 (Z-pinch) シェアードフロー安

定化Zピンチ方式の
モジュール式核融合

炉の開発支援。将来

のベースロード電源

としての可能性を探

索。 

TAE Technologies ベンチャー投資 核融合 (FRC) 水素・ホウ素燃料を

用いた逆転磁場配

位（FRC）核融合技
術。放射性廃棄物の

少ないクリーンエネ

ルギー技術へのアク

セス。Google等と共
同投資。 

Eavor 
Technologies 

ベンチャー投資 地熱 (Loop) クローズドループ型

地熱発電技術。熱水

資源がない場所でも

発電可能な「ラジ

エーター型」技術。

ベースロード電源

ポートフォリオを強

化。 

Oxford Quantum 
Circuits (OQC) 

ベンチャー投資 量子計算 量子コンピューティン

グによる新素材開発

や分子シミュレーショ

ンの高速化。将来の



計算能力における競

争優位性の確保。 

Talos Energy / 
Equinor 

JV (Bayou Bend) CCUS 各社の強み（Talosの
浅海域知見、

EquinorのCCS実
績、Chevronの資本
力・技術力）を統合

し、大規模ハブ開発

のリスクを分担。 

Mitsubishi Power JV (ACES Delta) 水素 ガスタービン技術と

水素製造・貯蔵技術

の統合。電力会社（

Intermountain 
Power Agency）への
供給契約を裏付けと

した事業モデル。 

[詳細解説] 
このリストから浮かび上がるのは、シェブロンの「全方位的な技術ヘッジ戦略」です。同社は、確実性

の高い技術（再生可能燃料、デジタル化）には大規模な資本を投じてM&Aや大型提携を行い、即時
の事業化を進めています。REGの買収やマイクロソフトとの提携がこれに該当します。特にマイクロ
ソフトとの提携では、HoloLensを活用した遠隔支援や、Azure上での大規模な油層シミュレーション
を実行することで、掘削効率を向上させ、開発コストを削減しています。 
一方で、核融合や量子コンピューティングといった「ハイリスク・ハイリターン」な未来技術に対して

は、Chevron Technology Ventures (CTV) を通じたマイノリティ出資を行い、技術の成熟度を見極め
つつ、将来のアクセス権を確保しています。特に注目すべきは、Zap EnergyとTAE Technologies
という、異なる方式の核融合ベンチャーに同時投資している点です。Zap EnergyはZピンチ方式とい
う比較的コンパクトで低コストなアプローチをとり、TAE Technologiesは水素・ホウ素燃料という無中
性子核融合を目指しています。これは、どの技術が勝者になるか不透明な段階において、複数の選

択肢を保持し、どちらが成功しても利益を享受できるポジションを取るという、極めて金融的かつ戦

略的なアプローチです。 

また、Starlinkの導入は、石油・ガス業界における「ラストワンマイル」の通信課題を解決するもので
あり、現場のDXを物理的インフラの側面から支える重要な一手です。これにより、従来は衛星通信
の帯域制限で不可能だった大量のセンサーデータのリアルタイム送信が可能になり、C3 AIなどの予
知保全システムの精度向上に直結しています 13。 

 



政府・公的機関との連携 
 

シェブロンは、技術開発のリスクを軽減し、社会実装を加速させるために、政府や公的機関との連携

を積極的に進めています。 

●​ 米国エネルギー省（DOE）との連携: ACES Deltaプロジェクトは、DOEのローン・プログラム・オ
フィスから5億400万ドルの融資保証を受けており、これは国家的なクリーンエネルギー戦略と
シェブロンのプロジェクトが合致していることを証明しています。また、カリフォルニア州やテキサ

ス州における炭素回収ハブの構想においても、政府の補助金や税制優遇（45Q）を最大限に活
用するスキームを組んでいます。 

●​ 大学・研究機関との共同研究: MITやテキサス大学オースティン校（Project Astra）など、トップ
レベルの研究機関と連携し、メタン排出検知技術やデジタルツインの基礎研究を行っていま

す。Project Astraでは、パーミアン盆地に高密度のメタンセンサーネットワークを構築し、排出
源をリアルタイムで特定するデジタルツインの開発を目指しています。これにより、最新のアカ

デミアの知見をいち早く取り込み、優秀な人材のリクルーティングにも繋げています 20。 

 

リスク管理とガバナンス（IP Governance） 
 

シェブロンの技術経営において、リスク管理は「守り」の要です。特にデジタル化が進む中で、サイ

バーセキュリティと知的財産保護は経営の最重要課題となっています。 

表6: 技術・知財リスク管理のマトリクス 

リスクカテゴリー 管理体制・対策 関連規格・ポリシー 

サイバーセキュリティ 
(IT/OT) 

多層防御 (Defense in 
Depth): ITとOT（制御系）の
ネットワーク分離、ゼロトラス

トアーキテクチャの採用。

Xage Security等の技術を活
用し、重要インフラへのアク

セスを厳格化。CISO（最高情
報セキュリティ責任者）がCIO
および取締役会に定期報

告。 

NIST Cybersecurity 
Framework, IEC 62443, 
ISO/IEC 27001 

技術流出・知財侵害 サプライヤー行動規範: サプ
ライヤーおよび請負業者に

Chevron Business Conduct 
& Ethics Code, Supplier 



対し、シェブロンの知財保護

を義務付ける厳格な条項を

含める。JVパートナーとも詳
細な知財取扱い協定を締

結。 

Code of Conduct 

サプライチェーンリスク 第三者リスク管理 (TPRM): 
ベンダーのセキュリティ態勢

を評価し、脆弱性のあるソフ

トウェアやハードウェアの混

入を防止。ソフトウェア部品

表（SBOM）の活用等。 

Operational Excellence 
Management System 
(OEMS) 

運用・物理リスク デジタルツインによる監視: リ
アルタイムデータを用いた異

常検知により、事故や不正操

作を未然に防ぐ。 

OEMS Assurance Protocols 

[詳細解説] 
シェブロンのサイバーセキュリティ戦略は、単なる情報漏洩対策を超え、物理的な操業の安全性（

Process Safety）を担保するための核心的機能として位置づけられています。特に重要インフラであ
る製油所やパイプラインの制御システム（OT）に対しては、IEC 62443などの国際標準に基づいた厳
格なセキュリティ基準を適用しています。また、ゼロトラストセキュリティの概念を導入し、CTVの投資
先でもあるXage Securityの技術を活用して、分散したOT資産へのアクセス管理を強化しています。
これにより、万が一ネットワークの一部が侵害されても、被害を局所化し、全社的なシステムダウン

を防ぐ体制を構築しています。 
知財ガバナンスにおいては、サプライヤーや共同研究パートナーとの契約において、知財の帰属や

守秘義務を極めて詳細に規定しています。特にジョイントベンチャー（JV）が多い同社のビジネスモ
デルでは、JV内で開発された技術の権利関係が複雑になりがちですが、シェブロンは契約段階で
「バックグラウンドIP（既存知財）」と「フォアグラウンドIP（成果知財）」を明確に区分し、自社のコア技
術が流出することを防ぎつつ、成果物の利用権を確保する巧みな契約戦略をとっています。また、サ

プライヤー行動規範（Supplier Code of Conduct）において、知的財産の尊重を明文化し、違反した
場合には契約解除も辞さない厳しい姿勢を示しています 35。 

 

競合ベンチマーク（技術・財務比較） 
 

主要競合であるエクソンモービル（ExxonMobil）、シェル（Shell）、BPとの比較を通じて、シェブロンの



立ち位置を浮き彫りにします。 

表7: 主要エネルギーメジャー R&D・特許・技術戦略比較 (2024) 

項目 シェブロン 
(Chevron) 

エクソンモービ

ル 
(ExxonMobil) 

シェル (Shell) BP 

R&D投資額 (直
近年度) 

15.6億ドル 
(2024) 

20.6億ドル 
(2024) 

12.9億ドル 
(2023) 

10.0億ドル 
(2023) 

技術戦略の

キーワード 
Pragmatism 
(実用主義) 

Scale & 
Integration (規
模と統合) 

Customer-Cen
tric (顧客中心) 

Transition 
Investment (転
換投資) 

低炭素の主力 CCUS, 水素, 
再生可能燃料 

CCUS, 水素, リ
チウム 

電力, LNG, 充
電インフラ 

洋上風力, 水
素, バイオ 

デジタル/AI戦
略 

Microsoft/Sta
rlink活用によ
る現場最適化 

自社開発の強

み、大規模シ

ミュレーション 

トレーディング

AI、顧客向けア
プリ 

エンジニアリン

グのデジタル化 

特徴的なアプ

ローチ 
ベンチャー投資

(CTV)を活用し
た**「目利き」重
視**。自前主義
にこだわらず、

最適な技術を

買う/組む。 

圧倒的な資本

力で大規模プロ

ジェクトを自社

主導。DAC（直
接空気回収）な

どへの大型投

資。 

電力バリュー

チェーンへの進

出。消費者接点

の技術（EV充電
等）に強み。 

総合エネル

ギー企業への

転換を急ぐが、

戦略の揺り戻し

も見られる。 

特許ポートフォ

リオ特徴 
気候変動・燃料

プロセスに集中 
化学・材料科学

に強み 
電力制御・ト

レーディング関

連 

再生可能エネ

ルギー関連 

[詳細解説] 
競合比較から見えるシェブロンの最大の特徴は、**「規律ある実用主義（Disciplined Pragmatism）」
**です。エクソンモービルのように巨額のR&D資金（20億ドル超）を投じて全方位的に技術開発を行
うわけでもなく、シェルやBPのように電力小売や再生可能エネルギー発電事業へ急激にシフトして収
益性を犠牲にすることも避けています。 
シェブロンは、自社の強みである「分子（Molecules）」の管理能力が活きる領域、すなわちCCUS、水



素、再生可能燃料に技術リソースを集中させています。R&D投資額ではエクソンに劣るものの、CTV
を通じた外部技術の導入効率においては業界内で高い評価を得ており、投資対効果（ROI）の高い
技術戦略を実行しています。例えば、核融合への投資はエクソンとは異なり、複数のスタートアップ

への分散投資を行うことで、技術的失敗のリスクをヘッジしています。 

また、デジタル分野では、自社開発よりもマイクロソフト等のプラットフォーマーとの提携を優先し、迅

速な導入とスケーリングを実現しています。エクソンが自社開発のシミュレーション技術にこだわるの

に対し、シェブロンはAzure等の汎用クラウド基盤を活用することで、ITコストを変動費化し、柔軟性を
高めています。この「持たざる経営」と「持つべきコア技術（燃料プロセス等）の厳選」のバランスこそ

が、シェブロンの競争優位性の源泉と言えます。特に、シェルのような電力小売（B2C）への進出を控
え、あくまでB2Bのエネルギー供給者としての地位を固めている点は、同社の保守的かつ堅実な経
営哲学を反映しています 3。 

 

公式ロードマップと未確認情報 
 

 

企業が発表している「サステナビリティ目標」や「技術ロードマップ」 
 

シェブロンの技術ロードマップは、定量的な生産・削減目標と密接にリンクしています。これらは単な

る努力目標ではなく、設備投資計画と連動したコミットメントです。 

●​ 2025年: 
○​ 水素: ACES Deltaプロジェクトの商業運転開始。岩塩ドームへの水素貯蔵実証。 
○​ 再生可能燃料: 再生可能ベースオイルの生産能力拡大。Geismarバイオ精製所の拡張完

了。 
●​ 2028年: 

○​ 低炭素投資: 累積100億ドルの投資（2021-2028）を完了。 
○​ メタン排出: 2016年比でメタン強度を50%削減（2kg CO2e/BOE）。Project Astra等による

常時監視体制の確立。 
○​ フレアリング: 日常的なフレアリング（Routine Flaring）の廃止に向けた技術実装完了。 

●​ 2030年: 
○​ 再生可能燃料: 日量10万バレルの生産能力達成。EnDura Fuelsの普及。 
○​ 水素: 年間15万トンの生産能力達成。 
○​ CCUS: 年間2,500万トンのCO2回収・オフセット能力達成。Bayou Bendのフル稼働。 
○​ ポートフォリオ炭素強度: 2016年比で大幅な削減（具体的な数値目標：71 g CO2e/MJ等）を

達成。 
●​ 2050年: 



○​ ネットゼロ: 上流部門（Scope 1 & 2）におけるネットゼロ・アスピレーションの達成。 

 

今回の調査で特許DBやIR資料から確認できなかった事項 
 

徹底的な調査を行いましたが、以下の点については公開情報から詳細を確認することができません

でした。これらは今後の継続調査課題（Intelligence Gaps）として認識する必要があります。 

1.​ 量子コンピューティングの具体的な実用化タイムライン: OQCへの投資は確認できたが、具体
的にどの業務（例：触媒開発、物流最適化）にいつ頃導入されるかという詳細なマイルストーン

や、PoC（概念実証）の具体的な成果データ。 
2.​ 核融合技術の商用炉設計への関与度: ベンチャーへの投資以上の、具体的な炉設計や材料

工学におけるシェブロン独自の特許技術の有無。あくまで投資家としての関与なのか、共同開

発者としてIPを保有するのかの区分。 
3.​ Bayou Bendプロジェクトの具体的な収益モデルの詳細: CO2のトン当たり処理単価や、パート

ナー（Talos, Equinor）間での利益配分スキームの具体的な数値。インフレ抑制法（IRA）の45Q
税額控除が収益に占める割合。 

4.​ サイバーセキュリティ事故の具体的な被害履歴: 軽微なインシデントは発生していると推測され
るが、具体的な攻撃手法や被害規模に関する詳細な開示情報（セキュリティ上の理由で非公

開の可能性が高い）。 
5.​ 地熱（Advanced Closed Loop）の経済性: 日本での実証実験における発電コスト（LCOE）の

具体的な目標値や実績値。 

[レポート終了] 
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